
45 

 

 

 

地域自主防犯活動活発化事業 

実施結果報告書 

 

１団体名 長根連区自治協議会 

２事業名 青パト防犯パトロール隊事業 

３事業実施 

結果 

長根連区において、登下校時の子供たちに対する不審者情報が増えてきて

いる中、犯罪を未然に防ぐためにも青パト巡回を行う事で、防犯意識の高い

連区となった。 

また、子どもたちの下校時においては、転倒した子の保護、いじめにつな

がる行動の早期発見もでき、小学校との連携もとれたことで、本活動が必要

であると実感した。 

夜間パトロールにおいては、女性を巻き込む犯罪を減らすことや、不審者

の早期発見を目的とし活動を行い、その結果、不審者の近寄りがたい街づく

りに役立ったと感じている。 

 

今年度からは、青パト運転手の年齢制限を設け、青パト隊員の安全を守る

事にも目を向け、取り組むことができた事業となった。 

 

 各町内会から集まってきた隊員によって、それぞれの町内会での危険個所

の現状確認を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●青パト初回乗車時に、自治会役員にて乗車における機器の説明、パトロ

ール時の注意事項・ルートの確認等、再度確認を行った。 

（自治会役員にて当番を組み、全班が一巡するまで毎回（12回）説明を行

った。） 

 

９ 長根連区自治協議会（瀬戸市） 
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●パトロールの様子        ●青パト出発式（瀬戸警察署） 

 

 

 

●青パト乗車者講習会 
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４成果と課題

及び今後の

取組み 

（１）事業実施の成果及び課題 

 連区全体への防犯意識を高めることが出来た。 

子ども達を見守る中で、小学校との連携をとることが出来、地域と学校がひ

とつになり、地域で見守り、育てる子育てにもつながった。 

  

 運転手の年齢制限を設けたことにより、青パト活動を行っていただく隊員

の、安全の確保にもつながった。 

 

 パトロールを行う中で、連区内の危険箇所の発見、また各町内会、団体と

のコミュニケーションもとることができ、自分たちの地域を自分たちで守る 

意識が高まった。 

 

 

 

（２）今後の取組み 

 まだまだ隊員数が少ない為、パトロールを行うことが出来る日数に限りが

あるため、隊員を増やすことに力をいれ、毎日パトロールが出来る仕組みを

つくっていきたい。 

 

 高齢化が進む中、若い方の地域参加の割合が少ない為、若い方にも参加し

てもらえるような体制づくりを検討していきたい。 

 

 青パトの機能及び装備を見直し、より安全なパトロール活動が出来るよう

にしていきたい。 

 

 


